
 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 本号では、先日文部科学省から公表された「令和４年度英語教育実施状況調査」の結果から、授

業改善について考えていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年６月版 

山形県教育局 

義務教育課 

 

【今回のテーマ】 

「英語教育実施状況調査」から授業改善を考える 

 

 

○ 生徒の英語力の状況（中学校） ※CEFR A1レベル相当以上 

  
○ 教師の英語力の状況（中学校） ※CEFR B2レベル相当以上 

  
○ 「CAN-DOリスト」形式による学習到達目標の設定・公表・把握の状況 

 設定 公表 把握 

小学校 ７１．５％ ２７．６％ ５５．３％ 

中学校 １００％ ５７．４％ ７１．３％ 

○ 授業における児童・生徒の英語による言語活動時間の割合 

 （ア）授業の７５％以上の時間 （イ）授業の５０％以上の時間 （ア）＋（イ） 

小学校 ４８．１％ ３８．７％ ８６．８％ 

中学校 １３．２％ ５６．６％ ６９．８％ 

○ 授業における教師の英語使用状況（中学校） 

 （ア）発話の７５％以上 （イ）発話の５０％以上 （ア）＋（イ） 

中学校 １０．０％ ５５．２％ ６５．１％ 

○ 小中連携の実施状況について 

実施率 情報交換 交流 カリキュラム等作成 その他の取組み 

６４．９％ ５６．４％ ４２．６％ １２．８％ ３．２％ 
 
（その他の項目） 

○ ＩＣＴ機器の活用状況  ○ ＡＬＴの活用状況 

○ パフォーマンステストの状況         など 
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山形県の結果概要 

詳しい結果はこちら 

（文部科学省ＨＰ） 

☆自校の結果も再確認し、今後の授業改善に向けて考えてみましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「生徒の英語力」と相関が高い項目＞ 

 

 

などが影響を与えている。 

 

文部科学省の分析（中学校の結果から） 

☆ 生徒の英語による言語活動を増やすこと 
 
☆ 言語活動の取組みでＩＣＴやＡＬＴを効果的に活用すること 
 
☆ 教師の英語力を高め授業で積極的に英語を使用すること 
 
が生徒の英語力向上に必要！ 

生徒の言語活動の割合 教師の英語力 教師の英語使用の割合 ＩＣＴの活用 

 

 調査結果を踏まえて、授業づくりで意識できることは何でしょうか。例えば、次の項目を参考

に授業改善を図っていきましょう。 

授業で意識したいこと 

□ 児童生徒が、授業で英語を使う時間は十分にありますか 
・「聞くこと」「読むこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表］」「書くこと」の各 

領域で言語活動を行う時間を十分に確保しましょう。 
 

□ ＩＣＴとＡＬＴを目的に応じて活用していますか 
・ＩＣＴを使うべき場面、ＡＬＴを活用すべき場面を適切に判断して、それぞれの良さを 

生かした指導を行いましょう。 
 

□ 教師が積極的に英語を使用して授業を行っていますか 
・授業をコミュニケーションの場とするために、教師の英語による発話を充実させていき 

ましょう。そのために、教師自身が英語力の向上に努めましょう。 
 

□ 小中連携で児童生徒の学びを把握していますか 
・例えば、「第三者について説明する」という小中両方で扱うような場面も、小学校では 

どのような言語材料を用いて、どのような言語活動で、どの程度の発話を行ってきたか 

を把握することで、中学校での学びの積み上げにつながります。 

（時間がないときは、電話やメール等での情報交換も） 

 （参考情報） 

「学習到達目標（CAN-DOリスト）に関して」 

①小中学校の連携による英語教育推進事業 

②岩手県山田町立豊間根小学校 

 （国立教育政策研究所研究指定校事業） 

③大分県佐伯市立上堅田小学校 

① ② ③ 


